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世 帯 数 	14,469 

（昭和55年 9月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,587人 

女 	27,262人 

市 の 人 口 

52,849人 

一 広報 、 ‘ 	‘ 、 

③ご、よびやら 

, 

I 

「豊
か
な
社
会

建
設
」
を
官
誓
ロ
 

第
2
3回
社
会
福
祉
大
会
 

「隣
人
愛
を
も
っ
て
気
の
毒
な

人
を
な
く
し
よ
う
」
 

「小
さ
な
親
切
に
よ
っ

て
住

み
よ
い
世
の
中
に
し
よ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
、
第
一
一

十
三
回
市
社
会
福
祉
大
会
が
九
 
 

月
十
八
日
市
民
文
化
会
館

に
関

係
者
二
百
五
十
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
「
こ
れ
を
契
機
に

使
命
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
社

会
福
祉
活
動
を
強
化
し
て
地
域
 
 

住
民
の
福
祉
を
守
り
、
明
る
い

豊
か
な
社
会
建
設
の
実
現
を
期

す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
 
と
宣

言
。
 

さ
ら
に
、
「母
子
家
庭
、
父
子

家
庭
の
生
活
環
境
の
改
善
を
援

助
し
、
精
神
薄
弱
者
の
更
生
指

導
に
協
力
し
ま
す
」
な
ど
五
項

目
を
決
議
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
ま
た
、
村
上
義
照
 
 

県
社
協
事
務
局
次
長
が
「

八
十

年
代
の
福
祉
に

つ
い
て
」
 
と
題

し
て
講
演
、
福
祉
活
動
に
功
労

の
あ
っ
た
四
十
六
の
個
人
、
団

体
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
ほ
か
福

祉
活
動
十
年
以
上
の
高
橋
竹
五

郎
さ
ん
（
松
島
支
部
）
ら
十
五

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

（写
真
廿
九
月
十
八
日
、
市

民
文
化
会
館
で
）
 



市
が
市
制
施
行
二
十
五
周
年
 
し
、

十
月
一
日
落
成
式
が
行
わ
 
体

育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ク
ル
 

記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
 

れ
ま
し
た
o
 

活
動
が
で
き
る
社
会
教
育
の
殿
 

社
会
教
育
の
殿
堂
に
 

待
望
の
中
央
公
民
館
が
完
成
 

昨
年
七
月
か
ら
総
工
費
七
億
三
 
県
内
で

も
最
大
級
の
規
模
で
 
堂

で
、
市
民
か
ら
完
成
が
待
た
 

千
万
円
を
投
じ
駅
東
部
に
建
設
 
あ

る
同
館
は
、
文
化
、
教
育
、
 

れ
て
い
ま
し
た
。
 

し
て
い
た
中
央
公
民
館
が
完
成
 

集
会
兼
体
育
室
も
 

“一防衛天学校あ荘蕪案内 、 
受験資格 56年4 Jil日現在で18歳以 121歳未満の高校卒業 

（または見込み）の男子 

受 付 10月1目～10月下旬 

二」試 	験 1次 11月 LIIJS 2 次 12月 Hり 

試験課目 〇理工学コース 国語・数学・理科・外国語 

○人文‘社会学コース 国語・数学・社会・外国語 

待遇・その他 ●学生の身分は国家公務員特別職であり衣・食 

住は無料のほか入学金‘授業料等の費用は徴 

収しません。 

．在学中は毎月48,600円の学生丁当と年 3回ポ 曹 

ーナスが支給されます。 	 ， 
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完
成
し
た
中
央
公
民
館
は
、
 

約
五
千
七
百
五
十
二
平
方
H
の

敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

（
一
部鉄
骨
）
三
階
建
て
、
延

べ
面
積
三
千
七
百
八
十
平
方
U
 

の
大
規
模
な
も
の
。
 

一
階
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
備
え

た
大
集
会
室
、
老
人
室
、
事
務

室
、
ロ
ビ

ー
な
ど
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
集
会
室
は
、
バ
レ
 

ー
コ
ー
ト
二
面
程
度
が
と
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
体
力
づ
 
 

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

六
十
台
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
 

一
階
か
ら
三
階
ま
で

エ
レ
べ
 

ー
タ
ー
も
取
り
付
け
ら
れ
、
体

の
不
自
由
な
方
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
工
夫
が
凝
さ
れ

て
お
り
、
前
庭
部
分
に
は
六
十

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
な

ど
全
体
と
し
て
余
裕
の
あ
る
施
 

く
り
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
 
設

と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
す
c
 

・
 
ー
 
l
・‘
 

一
一
階は
、
公
民
館
活
動
を
主
 
】

」
 禾
・
月
 
壱
 

体
と
し
た
大
小
会
議
室
三
室
の
 

十
月
二
自
か
ら
開
館
し
ま
す

ほ
か
、
工
芸
・
音
楽
・
図
書

・
 

の
で
ご
利
用
下
さ
い
o
 

視
聴
覚
室
も
完
備
、
三
階
は
、
 

ロ
所
在
地
 
鎌
谷
町

一
一
一
ー
 

百
四
十
畳
敷
き

の
大
広
間
、
料
 

七
 

理
・
作
法
室
を
備
え

て
お
り
、
 

ロ
で
ん
わ
 
⑤
六
〇
五
六
ー
八

結
婚
披
露
宴
会
場
に
利
用
で
き
 

番
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（注）被害程度に応じて、貸付限度額か

決定されます。 

また、重複被害者の場合、償還に

あてるために必要な額が限度額に

加算できます。 

天 	災 	資 	金 激じん災資金 

利 	率 

年6.5％または5.5% 

償還期限 

3年-6年以内

貸付限度額 

160万円以内 

3 	% 

7年 

200万円以内 

一目
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
 

動
 
ロ
と
こ

ろ
 
市
民
文
化
会
館
別
館
（
旧

移
 

中
央
公
民
館
）
 
「

一
 

通
故
 

交
事
 
青

森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

について 天災資金の受付 

今年の凶作により稲作農家の方々は、大変お困りのことと思いま

す。国は資金援助のため天災融資法を発動する見込みとなっていま

すが、市では各金融機関（農協・市中銀行）及び米穀登録業者に連

絡して、事前に借入金額について申込みを受けております。借入希望

者で、まだ申込みをしていない方はお申し込み下さい。 

資金の貸付条件 

広
 
田
 団
 
地
 

十
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

ご
利
用
ド
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十

月
八
日
（
水
）
、ト
月
二
十
 

冷
害
に

よ
る
市
税
の
減
免
を
実
施
 

が
百
六
十
万
円
を
超
え
な
い
方

が
適
用
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
減
免
の
割
合
 
最
低
二
〇

％
か
ら
最
高

一
〇
〇
％
ま
で
 

十
月
一
日
か
ら
市
役
所

（
病

院
を
除
く
）
の
執
務
時
間
が
次

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

期
間
 
十
月
一
日
か
ら
来
年
一
一

月
末
日
ま
で
 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
 

市
で
は
、
今
年
の
冷
害
に
よ

る
市
税
の
減
免
を
実
施
し
ま
す
。
 

対
象
に
な
る
方
は
申
請
し

て

下
さ
い
。
 

ロ
減
免
対
象
者
 
農
作
物
の

被
害
が
三
O
％
を
超
え
、
前
年

中
の
所
得
が
四
百
万
円
以
下
の

方
で
、
農
業
所
得
以
外
の
所
得
 

,
 

ロ
税
目
・
期
別
及
び
添
付
書

類
 市

（県
）
民
税
 
三
期
、
四

期
分
 

国
民
健
康
保
険
税
 

二
期
、
 

三
期
、
四
期
分
 

農
業
共
済
組
合
発
行
の
被
害

証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

今
回
の
冷
害
で
農
業
者
等
の
 

j
ち
、
他
産
業
に
就
職
を
希
望

す
る
方
の
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
、
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定

所
で
は
、
被
災
就
労
希
望
者
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。
 

ロ
お
間
合
わ
せ
 

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
工
課
、
 

ま
た
は
市
農
林
課

へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
十
月
十

日
斜
 

四
時
十
五
分
ま
で

（
昼
の
休
憩

時
間
は
、
正
午
か
ら
午
後
零
時

四
十
五
分
ま
で
。）
 

土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

零
時
十
五
分
ま
で
 

締
幕
購
入
者
の
補
充
受
付
 

さ
き
に
広
田
団
地
の
積
寺
分
譲
住
宅
の
購
人
者
を
募
集
し
ま
 

し
た
が
、
募
集
戸
数
に
満
た
な
か

J
た
の
で
、
次
の
要
領
で
補
 

充
の
中
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
〔
 

△
 
受
付
す
る
積
立
区
分
 
五
ト
五
年
度
募
集
、
二
年
、
 

年
積
寺
 

△
 
受
付
け
及
び
締
切
り
 
先
着
順
で
募
集
戸
数
に
な
り
次
 

第
締
切
り
と
し
ま
十
」
 

△
 
受
付
け
先
 
市
都
市
計
画
課
 

△
 
お
問
い
合
わ
せ
 
詳
細
に

つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い
 

八
日
わ
せ
ド
き
い
。
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
 
。
〇
一
七
七
器
二
六
二
五
番
）
 

市
都
市
計
画
課

（
。
5
」
 
‘
一
番
・
内
線
一
」
ニ
二番
）
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被
害
農
業
者
等
に
対
す
る
 

雇
用
対
策
 

市
の
執
務
時
間
が
変
更
 



1年分の
保険料 

年度 

円 
4,950 45年度 

46 5,400 

47  ク 6,300 ケ 

48  ク 7,650 み 

11,400" 

13.200" 

16,800' 

52 ク 

51 み 

26,400 ク 

53 ク 

50 ク 

49 ク 

32.760 中 

39,600" 54 ク 

△五小学区には小曲地区も含まれます。 

地 区 名 

接 	種 

実施場所 実施時間 

1 回 2 回 3 回 

五 小 学 区 10月20日卿 11月19日困 12月17日困 旧中央公民館 午後 1時～ 2 時 

三 好 地 区 10月20日（印 11月19日困 12月17日困 三好診療所 午後1時30分～2時 

松 島 団 地

松 島 地 区 
10月22日困 11月加日困 12月18日困 旧中央公民館 午後 1 時 - 2 時 

七 和 地 区 10月22日困 11月20日困 12月18日困 七 和支所 午後1時～ 1時30分 

中川、梅沢、栄

毘沙門、みどり町 
10月23日困 11月21日働 12月19日働 旧中央公民館 午後 1時～ 2 時 

南
飯
 
小

詰
 
学

地
 
区
区
 

 

10月24日働 11月22日田 12月認日卿 旧中央公民館 午後 1時～ 2 時 

長 橋 地 区 10月24日働 11月22日出 12月22日（月） 長橋診療所 午後1時～1時30分 

国
民
年
金

の
保
険

料
 

免
除
を
知
っ
て
い
ま
す
か
 

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

も
、
毎
日
の
生
活
が

苦
し

い
と

か
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

な
ど
で
、
保
険
料
を

納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
が

い
ま

す
。
 

こ
れ
ら
の
方
は
、
保
険
料
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
滞

納
に
な
り
、
将
来
、
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
届
出
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
期
間
の
保
険
料

を
免
除
す
る
制
度
を
設
け
て
い
 
 

ま
す
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
失

業
し
た
り
、
収
入
が
少
な
か
っ

た
り
し
て
、
納
め
る
の
が
難
し

い
と
き
は
、
申
請
し
て
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
免
除
を
受
け
ま
す

と
、
将
来
老
齢
年
金
を
受
け
る

と
き
に
保
険
料
を
納
め
た
方
の

場
合
の
三
分
の
ー
に
減
額
さ
れ

ま
す
。
 
 

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
な
い
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
市
社
会
課

・
国
民
年
金
係

へ
印
鑑
持
参
の
う
え
、
免
除
の

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

そ
こ
で
、
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
方
は
、
そ
の
後
の
生
活
に

余
裕
が
で
き
た
と
き
に
十
年
以

内
の
保
険
料
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
そ
の
当
時
の
金
額
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
道
が

開
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を

追
納
と
言
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
、

こ
の
保
険
料
追
納
制

度
を
ご
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。
 

右
の
表
は
四
＋
五
年
度
か
ら

の
免
除
さ
れ
た
、
そ
の
年
度
の

保
険
料
で
す
。
例
え
ば
、
四
十

六
年
度
の
免
除
さ
れ
た
保
険
料

は
ー
カ
年
分
で
五
千
四
百
円
で

す
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
 

ミ
x◇
R●
x●
x
.
g
gR心8．
胃
 

昭
和
五
十
五
年
度
 

の
市
老
人
福
祉
大
会
 

が
こ
の
ほ
ど
市
民
文
 

化
会
館
で
開
か
れ
、
 

満
八
十
八
歳
の
米
寿

を
迎
え
た
お
生
去
川
り

ゃ
寝
た
き
り
の
お
年

寄
り
を
介
護
し
て

い

る
方
々
に
顕
彰
状
や

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
 

［
溝
八
十
八
歳
の

米
寿
者
 

堀
内
な
ん
こ

（
新

町
）
、
山
本
す
へ
（
柳
 

町
）
、三
国
谷
や
さ
（
川端
町
）
、
 

銃
剣
道
教
室
 

ロ
と
き
 
毎
週
火
曜

日
午
後

四
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
、
 

サ
ブ
体
育
館
 

ロ
対
象
 
小

・
中
・
高
校
生

昇

用
 
ス
ポ
ー
ッ
障
害
保

険
料
 
 

野
呂
倉
次
郎
（
鎌
谷
町
）
、
稲

葉
ふ
よ

（
錦
町
）
、
宮
崎
う
め
 

（
若葉
三
丁
目
）
、
川
村
嘉
太

郎
（
大
町
）
、
原
み
さ
（
若
葉

一
丁
目
）
 

中
村
ふ
ね
（
若
葉
）
、
木
村

タ
ミ

（
高
瀬
）
、
小
野
三
之
亜
 

（鶴
ケ
岡
）
、
 一
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三種混合●鶏証テワクチン接種 

  

  

ロ対象幼児 

生後24カ月～48カ月までの幼児です。 

ただし、昨年1期として 2回～ 3回接種した幼児には 

今回2期を接種しますが、 1期終了後12カ月からの間 

隔を要するため今回の 2期は最終回の 3回目に接種す 

ることになります。 

ロご注意 

⑨母子健康手帳は必ず持参して下さい。 

＠当日の朝、体温を計ってきて下さい。 

＠お子さんの健康状態を良く知っている方がお連れ下 

さい。 
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地区別日程表 
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秋の狂犬病予防注射と登録 

ロ料 金 登録済みのもの 

篇綴料 I器｝1.250円 
登録していないもの 

集合注射料 950円‘ 

注射済票 	300円’3,250円 

登録料 2,000円’ 

⑥犬の放し飼はできません。 

1． 犬の登録をしないと 	犯 1． 犬の登録をしないと 	狂犬病予防法、3 万円 

月 日 実 施 場 所 実施時 間 

10月17日
囲 

湊 団 地 集 会 所 
姥 	庖 	集 	会 	所 
稲 	実 	屯 	所 
市 農 協 栄 支 所
七 ッ 館 （工藤理容所） 
浅 	井 	（一戸商店） 
福 	山 	集 	会 	所 
豊 	成 	（りんご倉庫） 

午前 9:30~b0:30 
10: 40~il : 00 
11:10~li :30 
ii: 40-12 : 00 

午後 0:501一  1:10 
1: 20~ 1: 40 
1: 50~. 2 : 20 
2 】 30一1 3:00 

10月20日 
（月） 

野 	里 	集 	会 	所 
神 	山 	（松野商店） 
松 野 木 	（三上商店） 
福 	岡 	（佐々木商店） 
若 	山 	（石岡治男宅） 
石 田 坂 集 会 所
興 隆 婦 人 ホ ー ム
下 岩 崎 集 会 所 

午前 9 】 30-10:00 
10 : 10一1b0 : 40 
10 : 50~il :10 
ii: 20--li : 40 

午後 0:40~ 1:00 
1:10一～ 	1:30 
2 : 0011 2 : 20 
2 : 30~ 3 : 00 

10月21日
り◇ 

飯 	詰 	支 	所 
平 
金 	山 	（児童館） 
水 	野 尾 	（集会所） 
米 	田 	（米田精米所） 
松 	島 	支 	所 

午前 9 】 30~b0:40 
10 : 50~il :10 
ii: 30-12 : 00 

午後 1:00~ 1:20 
1: 30一1 1: 50 
2 : 00一1 2 : 20 

10月22日 
（加 

一 野 坪 （対馬静堅宅） 
馬 	性 	集 	会 	所 
悪 戸 	（高橋りんご店） 
川代田（外崎嘉四太郎宅） 
漆 	川 	（く らお神社） 
十 
桃 	崎 	（バス停） 

午前 9:30一1 9:50 
10 : 00~b0 : 20 
10 : 40~li : 00 
11:10~li: 30 
ii: 40一1i2 : 00 

午後 0 】 50一～  1:10 
1:20一～ 1:40 

10月23日
困 

共 	栄 	集 	会 	所 
長 	富 	集 	会 	所 
毘 	沙 	門 	支 	所 
毘 沙 門 集 会 所
沖 飯 詰 集 会 所
中川コミュニテイーセンター 
種 	井 	集 	会 	所 
小 	曲 	集 	会 所 
沼 田 町 （秋田谷旅館） 

午前 9:30一～ 9:50 
10 : 00~b0 : 20 
10: 30一1lO :50 
ii: 00~il: 20 
ii: 30~i2 : 00 

午後 0:50~ 1:20 
1: 30~ 1: 50 
2 :10~ 2 : 40 
2:50一1 3:10 

10月2‘日
囲 

広田・みどり町（陸奥燃料） 
梅 	沢 	（教円寺） 
梅 	沢 	（成田理容所） 
梅 	沢 	支 	所 
中 	泉 	集 	会 	所 
七 	和 	支 	所 

午前 9:30~b0:00 
10 : b0~b0 : 30 
10 : 35~iO : 55 
ii: 00~il : 20 
ii: 30~l2 : 00 

午後 1:10一一 1:40 

10月27日 
（月） 

俵 	元 	警 	鐘 	台 
原 	子 	集 	会 	所 
前 田 野 目 （西塚商店） 
派 	立 	（新谷啓一宅） 
高 	野 	（広峰神社） 

午前 9:30~i0:00 
10 : b0~iO :50 
ii: 00~il : 20 
11: 30~li: 50 

午後 1:10一1 1:40 

「母親学級」を開設 

O丈夫な赤ちゃんを生み育てるため、また安心してお産の 

準備ができるよう、五所川原保健所では次の日程で「母 

親学級」 を開きます。ぜひご出席下さい。 

■と き  10月 8 日（水） 

テーマ 「妊娠のよろこび」 

●と き  10月22日（水） 

テーマ 「妊娠中の生活」 

．と き 11月12日（水） 

テーマ 「出 産」 

．と き  11月26日（水） 

テーマ 「赤ちゃんの保育」 

■受付時間及び場所 いずれも午後 0時45分からI時まで、 

五所川原保健所。母子健康手帳をご持参下さい。 

街頭献血のこ案内 

移動採血車「青い鳥号」が次の日程で街頭献血を行いま 

す。 	ご協力下さい。 

ロとき・ところ 

△ 10月16日（木） ＠午前10時30分から正午まで 

鎌谷町・鎌谷集会所 

＠午後 1時30分か’ら 3時まで 

裏田町・尾崎自動車商会 

-10月20日（月） O午前10時30分から正午まで 

市庁舎前 

＠午後1時30分から 3 時まで 

裏田町・東北電力五所川原営業所 
~」＝‘ニ＝＝ニ＝＝ニニ＝ニ；＝ニ＝'"====＝」＝~ユ●’='“●“＝」ニ●ニ＝●“=＝~ュ＝，" 

月 日 実 施 場 所 実 施 時 間 

石 	岡 	（寺田武道宅） 午前 9:30~ 9:50 
10月28日 松島団地 （松島ストア） 10 : 00~b0 : 50 

(J◇ 松島団地（ 8 丁目バス停） ii: 001~li : 50 
松島団地管理事務所 午後 1:00~ 2:00 

下平井町（工藤水道宅） 午前 9:30~lU:20 
10月29日 敷 島 町 	（敷島分院） 10 : 30一一 li : 30 

（加 旭 	町 	（旧消防署） 午後 1:00~ 2:00 
五 所 川 原 保 健 所 2 :10~ 2 : 40 

10月30日 
( 
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下 	藻 	川 	屯 	所 午前 9:30~b0:00 
上 藻 川 市 農 協 倉 庫 10 】  iO~iO : 30 

10月31日 三 	好 	支 	所 10 : 40一1li: 20 

（動 高 	瀬 	集 	会 	所 ii: 30~i2 : 00 
田 	川 	（奈良商店） 午後 1:00~ 1:20 
新 	宮 	集 	会 	所 1:30一1 2:00 
新 宮 団 地 森 の 家 2 :10~ 2 : 50 

第 4 条違反 》以下の 

2． 犬に注射をうけさせないと狂犬病予防法 1 罰 金

第 5 条違反 

3． 犬を放しておくと 	県飼犬の管理及び犬によ 

る危害の防止に関する条例第 3 条違反 

I万円以下の罰金。 
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貴警繁給付制度のこ案内 

●事故見舞金給付制度とは 

出稼労働者及び留守家庭のしあわせのために、県と市

町村で設立した 「財団法人青森県出稼協会」が運営する

互助制度で、出稼ぎする方が加入者となり、さらに県、 

市町村がお手伝いをしてお互いに助け合う制度です。 

●なぜこのような制度が生まれたか 

出稼労働者が安心して就労できるよう、就労先におけ

る事故及び留守宅等の火災に対して見舞金を給付するこ

とにより、出稼労働者と留守家族の生活安定と福祉の向

上を図ることを目的にこの制度を昭和54年 5月 2日に発

足させたものです。 

●加入するとどんな利点があるのか 

加入者は出稼中に事故や災害にあった時に、次表の見 

舞金の給付が受けられます。 

種 	類 給付金 事故・災害の程度 

死亡見舞金 一
  

出稼中（出発から帰宅ま 

で）における死亡。ただし 

一時帰省中（帰宅から出発

まで）の死亡を除く。 

傷病見舞金 

80,000円 

出稼中における負傷また

は疾病で休業療養期間が 6 
カ月以上である方 

60.000I1 

出稼中における負傷また

は疾病で休業療養期間が 3 
カ月以上 6 カ月未満である方 

50,00011 

畠稼中における負傷また

は疾病で休業療養期間が 1 

カ Il以 1:3 カ月来満である方 

廃疾見舞金 200,000円 

出稼中における負傷また

は疾病による廃疾で通常の

就労を下能とする程度のもの 

（労働者災害補償保険法撫

行規則第 4 級以」．該当の方） 

火災見舞金 

80,000111 
加人斉の留守宅の火災に

よる焼失（半焼以上） 

30,000円 

加人者の出稼就労先宿舎

の大災で加人者に著しい損

害を生ヒさせた tJ の 

●加入の手続き 

市・市民相談室窓口へ加入申込書に 600円を添えて申

し込みます。申し込みは本人のほか、家族、グループリ 

ーダー、出稼者団体役員などどなたでも出来ます。 

申し込みによって「加入者」として登録されるほか、出

稼協会から 「加入登録票」が渡されます。 

危険ですノ河川敷内の耕作 

最近、岩木川の河川敷内（官有地）に無断で農作物を

耕作している個所が随所に見受けられ、水害の対策上懸

念されています。 

当所では、発見次第禁止の措置をしていますが、いっ

こうに後をたたず対策に苦慮しています。 

耕作の面積や農作物の種類はさまざまですが、このな

かには提防の法尻を削って耕作しているところもありま

す。 

これは、大雨や増水時に提防の決壊につながる危険な

行為ですので、速やかにやめるようにして下さい。 

「東北地方建設局青森工事事務所） 

秋冬期出稼ぎ選考会のお知らせ 
今年の異常気象は、多方面にわたって著しい影響をも

たらしとくに農業経営者の打撃は大きく極めて深刻です。 

冷害による減収の補てんを、出稼ぎ収入に求める農家

が多く発生するものと予想されます。 

出稼ぎを希望する方のため、秋冬期の出稼ぎ選考会が

次の日程で行われますから、自分にあった就労先を選ん

でから出稼ぎするようにしましょう。 

県 期 	日 場 	 所 

神奈川県 10月13日旧） 五所川原公共職業安定所 

愛知 県 10月15日（村 市民文化会館 2 階 

東京 都 10月21日因 ク 

埼玉県 10月22日困 ク 

Oいずれも午前 9時～午後 3時まで 

●見舞金受給の手続き 

災害や事故が発生した時は、次の書類をそろえて市民 

相談室の窓口へ申請して下さい。 

種 	類 申 請 に 必 要 な 書 類 

死亡見舞金 

①事故見舞金給付申請書 

②戸籍騰本 

③死亡診断書または死体検案書 

傷病見舞金 
①事故見舞金給付申請書 

②医師の診断書 

廃疾見舞金 
①事故見舞金給付申請書 

②医師の診断書または証明書 

火災見舞金 
①事故見舞金給付申請書 

②所轄消防署長の発行した擢災証明書 

●申請期間は 

給付原因の発生した日（即死以外の場合の死亡見舞金、 

廃疾見舞金及び傷病見舞金にあっては、負傷または発病

の日）から起算して、 2年を経過する日まで行わなけれ

ば無効になりますからご注意下さい。 
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農業者年金のお知らせ 

農業者年金は、農業経営主とその後継者のための年

金です。農業者年金に加入すると、加入者が老齢にな

って他の農家や自分の後継ぎに経営移譲をして農業経

営から引退した場合は、経営移譲年金が60歳から（60 

歳後に経営移譲したときは経営移譲のときから）終身

支給されます。また、経営移譲をしなくても65歳以後

は農業者老齢年金が支給されます。 

農業者年金は農業者のしあわせのため加入保険料と

国の資金をあわせて運用していますが、その加入につ

いては、生年月白により加入届出期限が法で規定されて

います。 

・当然加入者 

国民年金の加入者で、自分名儀の経営農地面積が 

50アール以上の農業経営主。 

対象生年月日 保険料納付期限 （注） 

昭和13年 7 月 2 日 

~ 10月1日生まれ 

昭和55年 

10月末日 

「保険料納付期限欄」 

の日までに保険料が

納付できるよう、事

前に加入手続きが必

要です。 
昭和13年10月 2 日 

～昭和14年 

I月1日生まれ 

昭和56年 

1月末日 

・任意加入者 

①国民年金の加入者で、50アール以上の農業経営主

の後継者として指定された 1人のひと。 （引き続

き 3 年以上農業に従事していること。） 

②自分名義の農地等の面積が30アール以上50アール

未満であり、年間の農業労働時間が 700時間以上

である農業経営主。 

③農業生産法人の常時従事者である構成員。 

対象生年月日 加入申出期限 （注） 

昭和15年10月 2 日 

~11月1日生ま才1 
昭和55年 

10月末日 
任意加入資格者は、 

この加入申出期限ま

でに加入手続きが必

要です。 昭和15年11月 2 日 

-12月1日生まれ 

昭和55年 

11月末日 

昭和15年12月 2 日～ 

昭和16年1月1日生まれ 

昭和55年 

12月末日 

※農業者年金についてのお申し込み、ご相談は農

業委員会、または農業協同組合にお問い合わぜド

さい。 

水道管布設替えのお知らせ 

水道課では、10月1日から11月30日までの予定で国道 

339号線、旭町の角弘ガソリンスタンドから布屋町、鎌谷

町、新田町、栄町の東北タンクまでの区間で水道管の布

設替え工事を行ないます。 

この工事では、各家庭に弓は込みされている水道管も

切り替えしますので、その際濁り水が出るなどご迷惑を

かけますが、ご協力をお願いします。 

合同行政相談所の開設 

行政相談は、無料で秘密を守ります 

例えば 
讐☆道路‘河川 ☆どうにかしてもらいたい 苦情のある方 
所 A互A Iロ“ 	」 じ・ェ， プ “、~“、こh‘、 	山中 ゲ，、1+ 
J，、 Hサ皿 床m → Hし ノ、ノ、~し’"’ノ“つ“し’→“’ソ 、、’v/J 
v/ A ．、皿, て、I A 	 ‘ ー」一」．・~、，． ー」 ，“」 	 ．」 	‘，,, 」 ー 
“ 、」’豆配’祝五 	ロフー’ノ、十ヤつ‘ t’りしリこ、、 	 “、 こノし“‘ー 
l」 	l 一ー ー一ー A 	 ‘ ー~．ーユ ．」』一 」一 	‘ 	 ． ― 」 
事☆父週女主 	☆不税’りJ“の‘一めつた 	とで‘も 
で などについて 	 など 	 ご相級下さい 

と き 10月16日休）午前10時 
	

※当日おいでになれない方は、 

～午後 3 時 
	

次の行政相談委員にいつでも 

ところ 市民文化会館 
	

ご相談下さい。 

主 催 五 所 川 原 市 坂本甚作（廿（ミ)- 3048) 
青森行政監察局 
	

成田栄一（ft（④）-（④） 2534) 



家庭の読書指導 滑川 道夫

守護霊を持て 桐山 靖雄

日本武士道史 森川 哲郎 

中年からの出発 
冨士谷あつ子 

仙術入門 	田口 真堂 

意思決定の法則 大橋 武夫

人を動かす力 邑井 操 

謎の東日流外三郡誌 
佐治 芳彦 

日本総論 	青野 毒郎 

ワシントンの街から 
ハロラン芙美 

火と燃えた女流文学 
瀬戸内晴美 

歴史にみる実力者の条件 
城山 三郎 

女と原野 	広瀬 悦子 

日本の白書 日本情報教育研

かしこい転職 岩江 次男

学歴社会の虚像 小池 和男 

サイゴンから来た娘と妻 
近藤 紘一 

愛しきは老い 	樋口 恵子 

みごとな女たち 上坂 冬子

愛すれど弧独 吉武 輝子 

結婚論 	 遠藤 周作 

日本女性史 	金一 勉 

市立図書館 

戦史ノート 	児島 裏 

あ・生きて帰りたい 
高橋 喜平 

女が勉強したいとき読む本 
南 和子 

仮想敵国ソ連 栗栖 弘臣 

操体法の実際 茂貫 雅嵩

ちりめんの手芸 望月 葉瑠 

百姓入門記 	小松 恒夫 

農家のくらしを考える 
山田 辰雄 

盆景 	 日本盆景協会 

誌弁の話術 	阿刀田 高 

婦人のグループ活動 

千野 陽一 
宮殿と迎賓館 渡辺 義雄 

戦艦の世紀 田中 航

体を鍛える 窪田 登 

表現する者 	大江健三郎 

北杜夫の文学世界 奥野 健男 

額田女王 	井上 靖 

六本木奇兵隊 飯干 晃― 

砧 	 円地 文子 

騎い足音 	」婚山 博 

逆髪 	 杉本 苑子 

プラハからの道化たち 
高柳 芳夫 
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技能検定受検のご案内 

ライセンスの時代です。国家検定制度を利用し、経営

者（事業主）の皆さん受検資格の生じた従業員には技能

検定を受けさせ、技能士を高く評価する機運を高めまし

よつ o 

ロ受 付 10月 1日困から10月1ま印まで 

ロ受検案内 当協会にあります。郵送を希望する方は送 

申請用紙 料60円を添いてお申し込み下さい。 

（受検案内には、資格、実施日、免除実施 

科目等詳細が書かれています。） 

五所川原市幾世森57 

職業訓練法人 五所川原職業訓練協会 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ

協
力
下
さ
い
 

〔第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年）10月1日（480号） ⑧ 

新受入図書 
	 30 )J讐纏懸賞論文のこ案内 

くテ 	マ＞ 「あすの地方税」 「地方の時代の地

方税制」 「住民の期待する地方税制」 

「くらしと地方税」 「体験からみた

地方税」 など、地方税について論じ

るものであればなんでも結構です。 

く応 募 資 格＞ 別に定めません。税務職員、学生、 

住民の皆さん、どなたでも結構です。 

く原 	稿＞ (1）原稿（本文）は 200字詰原稿用紙 

60枚以内（(2）の目次、要旨等は含み

ません） 

(2）応募原稿には、①はじめに目次を

付し、（②冶00字以内の要旨を添付し、 

③次いで応募者の住所、氏名、生年月

日、職業（勤務先の名称、部課名、職

名、在学中の方は学校名、学部、学年） 

を明記したものを添付して下さい。 

(3）原稿は、未発表のものに限ります。 

(4）応募原稿は返却いたしません。 

く送 り 先＞ 〒105 東京都港区西新橋1-7-1 

（財）自治総合センター ※封書に「30周

年記念論文在中」 と朱書して下さい。 

く締 	切＞ 10月31日（金） 

く入 	選＞ I席（I編）30万円 2席（ 1編） 

15万円 3席（1編）10万円 佳作 

(3編）各 5万円 

＜入選者の発表＞ 昭和56年 1月上旬（本人に通知する

ほか、自治だよりなど関係誌上に発

表します。） 

＜そ の 他＞ 入選作品と著作権は、自治総合セン

タ―に帰属します。 

環境衛生「営業相談室」開設 

H設置場所 

〒 030 青森市篠田 1丁目14の16 青森駅西口前 

青森県環境衛生同業組合連合会 

（電話 0177 82 6072番） 

ロ相談内容 

(1）経営の近代化、合理化、衛生設備の改善等について 

②融資、税務、労務、経理等について 

(3）消費者の苦情等について 

(4その他営業上の諸問題について 

ロ相談日 

(1片目談日は毎週月曜日から金曜日、午前10時から午後 

5時まで。 

(2）各業種別の相談日は下表のとおりです。 

(3湘談は無料です。 面接、文書、電話等いずれの方法 

でも差し支えありません。 

(4片目談の秘密は厳守します。 

ロ相談員 

(1）経営指導員（厚生省、青森県委嘱） 2 人 

(2）各環境衛生同業組合所属の経営特別相談員 18人 

組 合 名 相談日毎月 組 合 名 相談日毎月 

理 容 業 組 合 第 4 月曜日 興 行 組 合 第 2火曜日 

美 容 業 組 合 第 2月曜日 す し 業 組 合 第 3火曜日 

旅 館 業 組 合 第1木曜日 麺 類 業 組 合 第 3月曜日 

クリーニング業組合 第 3水曜日 食 肉 業 組 合 第 2 水曜日 

含斎業組合 第1月曜日 

く
 

く
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